
指指紋紋ススキキャャンンモモジジュューールル

UUAARRTT接接続続
光光学学式式

指指紋紋デデーータタ処処理理機機能能内内蔵蔵!!!! 簡簡単単にに使使ええるる

指紋検出部

☆高性能DSP搭載!! モジュール側に指紋データのスキャンや特徴点抽出、
一致検索、マッチングなどの指紋データ処理機能が内蔵された、高性能な
指紋スキャンモジュールです。

(3) スキャンした指紋画像データを外部に
送信できますので、マイコンに接続した液晶
などに指紋画像を表示することもできます。

(1) モジュール側で指紋データをスキャンし、
一致検出用の特徴点抽出や、マッチング
処理が行えます。

(2) 120件の指紋データを、モジュール内部
のFLASHメモリに記憶し、どの指紋データと
一致するか検索/マッチング処理ができます。

主な機能

主な仕様

詳細については、
ZFM-20のデータシートを
参照してください。

指紋認証のしくみ

1回目スキャン
指紋画像データ

(1)指紋の特徴点抽出と登録処理

スキャンした指紋データを、特徴点データに変換し、特徴を抽出します。
指紋の特徴を抽出するために、指紋を2回スキャンします。

GenImgコマンド Img2Tzコマンド

特徴点データ
(1回目スキャン)

2回目スキャン
指紋画像データ

GenImgコマンド Img2Tzコマンド

特徴点データ
(2回目スキャン)

RegModelコマンド

指紋
テンプレート

FLASH
メモリ

指紋テンプレート
を保存(登録)

指紋の
特徴を抽出

(2)指紋の検索/マッチング処理

モジュール内部のFLASHメモリに登録しておいた
指紋テンプレートと、新たにスキャンした指紋データ
から作成した特徴点データを検索/マッチングします。

GenImgコマンド

指紋画像データ

Img2Tzコマンド

特徴点データ
検索/
マッチング

Search
コマンド

Store
コマンド

指紋データ処理機能がモジュールに内蔵されていますので、マイコンからは
簡単なコマンドを送るだけで、指紋のスキャンや特徴点抽出、マッチング処理や
検索処理が行えます。

検索/マッチング
の結果

一致検索/マッチングの結果、登録しておいた指紋
のうち、どの指紋と一致するのか、どの程度の一致度
なのかを送信してきます。

☆Arduinoなどでも簡単に使えます。(マイコンとはUARTで通信します)

マイコンとの通信のしかた、コマンドなどについては、次のページ
以降の説明を見てください。
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高高性性能能DDSSPPタタイイププ Sen704_FSM
_13SU

指紋画像サイズ 256×288ピクセル (16階調グレイスケール)

特徴ファイルサイズ 256バイト

テンプレートサイズ 512バイト

指紋データライブラリ容量 120件

画像取り込み時間 1秒未満

指紋検索時間 1秒未満

違う指紋を同じ指紋と誤る確率 0.001%未満

同じ指紋を違う指紋と誤る確率 0.1%未満

設定可能なセキュリティレベル 5段階

通信方法 UART (57600bps、データ8ビット、ストップ1ビット)※ ロジックレベル

電源電圧 3.6V～6V DC

消費電流(約) 平均100mA,ピ ーク150mA



モジュール 信号線の配置

指紋センサ
底面

GND

RXD

TXD

VCC
(5V)

UART 通信パラメータ

◎通信速度 :57600bps
(コマンドにより変更可能)

◎データビット :8ビット

◎パリティビット :なし

1. コマンドのフォーマット
指紋センサモジュールとマイコンとの間の通信は、下図のフォーマットの

パケットを送受信することで行います。

EF 01

ヘッダ

4バイト

パケット
種別(2)
1バイト

データ長
(3)

コマンド

2バイト 可変長

チェックサム
(5)

2バイト

FFFFFFFF

モジュール
アドレス(1)

01 0003 1D 0005

※パケットのデータは全てバイナリです(16進で表記しています)

(1)モジュールアドレス (4バイト)

※複数バイトの項目は、上位のバイトを先に送ります。

(3)データ長 (2バイト)

(5)チェックサム (2バイト)

◎モジュールへのコマンド (例 :GenImgコマンド)

EF 01

結果コード/
データ(4)

FFFFFFFF 07 0003 00 000A

◎モジュールからの応答 (例 :指紋スキャン成功)

(4)結果コード (1バイト)

コマンド表は次のページにあります。

※ UpImageコマンドなど、データの
転送を行うコマンドを実行した場合、
応答パケットの後で、データの
パケットの転送が行われます。
データのパケットの転送が終わると、
データ終了を示すパケットが送信
されます。

指紋センサのモジュールアドレスです。デフォルトのアドレスは「0xFFFFFFFF」
です。(SetAdderコマンドで変更できます)

(2)パケット種別 (1バイト) :送受信するパケットの種別を表します

データ/コマンドの長さに2(チェックサムの長さ)を足したものです。

モジュールがコマンドを実行した結果を表します。コマンドの実行に成功
した場合は「00」を返してきます。※詳細については、ZFM-20のデータシート
を参照してください。

パケット種別、データ長、データ/コマンドの各バイトの値を足したものです。
※オーバーフロー分は無視します。

マイコンとの通信のしかた

◎ストップビット :1ビット

ヘッダ
モジュール
アドレス(1)

パケット
種別(2)

データ長
(3)

チェックサム
(5)

4バイト 1バイト 2バイト 可変長 2バイト

値 パケット種別

0x01 モジュールへのコマンド

0x02 データのパケット

0x07 コマンド実行結果のパケット

0x08 データ転送終了を表すパケット
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結果コード 概要

1 0x00 コマンドの実行が成功した

2 0x01 データパケットの受信に失敗した

3 0x02 センサに指が触れられていない

4 0x03 指紋のスキャンに失敗した

5 0x06 指紋画像が悪くて特徴点データが作成できなかった

6 0x07 指紋の特徴が抽出できず特徴点データが作成できなかった

7 0x08 マッチングの結果、指紋が一致しなかった

8 0x09 検索の結果、一致する指紋が見つからなかった

9 0x0A テンプレートデータの作成に失敗した

10 0x0B ページIDが指紋データライブラリの容量をオーバーした

11 0x0C 指紋データライブラリからテンプレートデータが読めなかった

12 0x0D テンプレートデータの送信に失敗した

13 0x0E データパケットが受け付けられる状態でなかった

14 0x0F 指紋画像の送信に失敗した

15 0x10 指紋データライブラリからのテンプレートデータの削除に失敗した

16 0x11 指紋データライブラリの全削除に失敗した

17 0x15 有効な指紋画像がなく、指紋イメージが生成できなかった

18 0x18 フラッシュメモリの書き込みに失敗した

19 0x19 その他のエラー

20 0x1A 不正なレジスタにアクセスしようとした

21 0x1B レジスタの設定内容が不正だった

22 0x1C 内部メモ帳領域のページ番号が間違っていた

23 0x1D 通信ポートの動作に失敗した



2. コマンド表
※コマンドとその実行結果の詳細については、ZFM-20のデータシートを参照
してください。

3. プログラム例
指紋センサモジュールにコマンドを送信する部分と、センサモジュールから

の応答を受信する部分のプログラム例です。

void cmd_tx(unsigned char pkg_id,int len_data,unsigned char *buf_data)
{

int i,k;
unsigned int icksum;
unsigned char cbuf[8];
/* header and module address */
tx_buf[0]=0xEF;
tx_buf[1]=0x01;
tx_buf[2]=0xff;
tx_buf[3]=0xff;
tx_buf[4]=0xff;
tx_buf[5]=0xff;
icksum=0;
tx_buf[6]=pkg_id;
icksum=(unsigned int)tx_buf[6];
tx_buf[7]=(unsigned int)(len_data+2)>>8;
icksum=icksum+(unsigned int)tx_buf[7];
tx_buf[8]=(unsigned int)(len_data+2)&0x00ff;
icksum=icksum+(unsigned int)tx_buf[8];
k=9;
for(i=0;i<len_data;i++)
{

tx_buf[k]=*buf_data;
icksum=icksum+(unsigned int)tx_buf[k];
buf_data++;
k++;

}
tx_buf[k]=icksum>>8;
tx_buf[k+1]=icksum&0x00ff;
tx_str(k+2,tx_buf);

}

int cmd_rx(unsigned char *buf_data)
{

int nchar;
int i;
unsigned char moji;
unsigned char cbuf[8];
*buf_data=uart_rx();
buf_data++;
*buf_data=uart_rx();
buf_data++;
*buf_data=uart_rx();
buf_data++;
*buf_data=uart_rx();
buf_data++;
*buf_data=uart_rx();
buf_data++;
*buf_data=uart_rx();
buf_data++;
*buf_data=uart_rx(); buf_data++;
moji=uart_rx();
nchar=(moji<<8);
*buf_data=moji; buf_data++;
moji=uart_rx();
nchar=nchar+moji;
*buf_data=moji; buf_data++;
for(i=0;i<nchar;i++)
{

*buf_data=uart_rx(); buf_data++;
}

}

コマンド送信部

応答受信部
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指紋のスキャン/特徴点抽出/マッチング関係のコマンド

コマンド名 コマンド パラメータ 機能

GenImg 0x01 指紋画像をスキャンする

Img2Tz 0x02 バッファ番号(1/2) 指紋画像から特徴点データを作成

Match 0x03 バッファ上の特徴点データをマッチング

Search 0x04 バッファ番号(1/2) 開始ページ番号(2バイト) ページ数(2バイト) フラッシュメモリから一致する指紋を探す

RegModel 0x05 特徴点データからテンプレートを作成

Store 0x06 バッファ番号(1/2) ページ番号(2バイト) テンプレートをフラッシュメモリに保存

LoadChar 0x07 バッファ番号(1/2) ページ番号(2バイト) フラッシュメモリからテンプレートを取り出す

UpChar 0x08 バッファ番号(1/2) キャラクタデータをホストに送信

DownChar 0x09 バッファ番号(1/2) ホストからキャラクタデータを受信

UpImage 0x0A 取り込んだ指紋画像をホストに送信

DownImage 0x0B ホストから指紋画像を受信

DeletChar 0x0C ページ番号(2バイト) テンプレート数(2バイト) フラッシュメモリからテンプレートを削除

Empty 0x0D フラッシュメモリ上のテンプレートを全部削除

TemplateNum 0x1D なし 有効なテンプレート番号の読み出し

システム関係のコマンド

コマンド名 コマンド パラメータ 機能

SetSysPara 0x0E レジスタ番号(4,5,6) 設定データ システム設定レジスタへの書き込み

ReadSysPara 0x0F なし システム設定レジスタの読み出し

GetRandomCode 0x14 4バイトの乱数を発生

SetAdder 0x15 アドレス(4バイト) モジュールアドレスの変更

handshake 0x17 0x00 通信が成立するかの確認

WriteNotepad 0x18 ページ番号(1～15) 書き込みデータ(32バイト) 内部メモ帳メモリへの書き込み

ReadNotepad 0x19 ページ番号(1～15) 内部メモ帳メモリからの読み出し(32バイト)
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